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事業計画の概要

　この目的を達成するため、

　　Ⅰ．美術館・ギャラリーの運営事業

　　Ⅱ．『多摩のあゆみ』の刊行と歴史資料室の運営事業

　　Ⅲ．物品販売および喫茶事業

　などの事業を実施します。

　　平成27年度の事業計画は、次のとおりです。

　Ⅰ．公１　美術館・ギャラリーの運営事業

　　１.企画展覧会

　　（１）たましん歴史・美術館

①　日本人と「型」

②　「お気に入りをさがして」

③　『多摩のあゆみ』創刊４０周年記念
　　多摩の人・多摩の風景

④　東洋古陶磁展

前期

　　　 近代美術の流れ　―日本人の“洋”画― 

後期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　 近代美術の流れ　―描く人・描かれる人― 

（ 1 ）

　　　 倉田三郎記念室　旅先のスケッチ－アジアの風景－

開館日数172日

　　（２）御岳美術館

　　　　　3月24日（火）～6月14日（日）

3月8日（日）～9月23日（水・祝) 

開館日数54日　　　　　6月30日（火）～8月30日（日）

開館日数101日

　　日本の近代美術の企画展示

開館日数52日

　　　　9月15日（火）～12月10日（木）

平成28年1月6日（水）～3月6日（日）

　本年は、当財団が発行する郷土誌『多摩のあゆみ』が1975年（昭和50年）11月の創刊から数

えて40年目を迎える記念の年となります。今年11月刊行の第160号・創刊40周年記念号では

「多摩地域の文化財」（仮題）の特集を組みます。また、たましん歴史・美術館ではそれにあわせ

て展覧会「『多摩のあゆみ』創刊40周年記念多摩の人・多摩の風景」を開催します。

　たましん地域文化財団は、これまでに寄せられた地域の皆さまからのご支持、ご支援に対して

以前にも増して更なる公益性の増進を図ると同時に、設立時の基本理念に立ちかえり、多摩の

地域文化に貢献することを使命として、その実現に努めてまいります。

開館日数68日

開館日数72日

　　　 倉田三郎記念室　旅先のスケッチ－旅で出会ったひとびと－

　　日本の近代美術の企画展示

　　常設展示　日本近代彫刻の魁　新宿中村屋の作家たち

　　常設展示　日本近代彫刻の魁　新宿中村屋の作家たち

10月4日（日）～平成28年2月14日（日）



　　２．ギャラリー展示

　１．ボタニカルアート立川展

　２．小林久晃油彩画展

　３．横尾和義の一期一絵展

　４．TACプロジェクト2015(仮)

　５．新田繁夫日本画展

　６．向原常美水墨画展(仮)

　７．青木園絵画展

　８．木下泰弘絵画展

　９．東画会展

　１１．飛田洋一郎絵画展

　１２．創圡会展

　１３．望月一雄油彩画展

　１４．芳賀文治展

　１５．鈴蘭絵画展 　

　１６．春原武彦作品展

　１７．阿部アヤ膠彩画展

　１８．吉原美枝絵画展

　１９．高村清文展 平成28年

　２０．多摩の陶芸作家たち展

　２１．中村彰夫・章子展

　２２．創展

　２３．田代由子個展

　２４．川人和行油彩画展

（ 2 ）

　多摩在住・在勤の作家やグループに、たましんギャラリーを展示会場として無償で提供してお
り、平成27年度は24会期の展示を予定しています。詳細は以下のとおりです。

２月１８日(木)～３月１日(火)

１２月３日(木)～１２月１５日(火)

４月１６日(木)～４月２８日(火)

５月８日(金)～５月１９日(火)

５月２１日(木)～６月２日(火)

１月７日(木)～１月１９日(火)

１月２１日(木)～２月２日(火)

８月２７日(木)～９月８日(火)

　１０．佐野強絵画展

９月２４日(木)～１０月６日(火)

４月２日(木)～４月１４日(火)

９月１０日(木)～９月２２日(火)

６月４日(木)～６月１６日(火)

６月１８日(木)～６月３０日(火)

１１月１９日(木)～１２月１日(火)

２月４日(木)～２月１６日(火)

７月２日(木)～７月１４日(火)

７月１６日(木)～７月２８日(火)

７月３０日(木)～８月１１日(火)

８月１３日(木)～８月２５日(火)

３月１７日(木)～３月２９日(火)

３月３日(木)～３月１５日(火)

１０月８日(木)～１０月２０日(火)

１０月２２日(木)～１１月３日(火・祝)

１１月５日(木)～１１月１７日(火)



　　３．美術講座

　　（１）ギャラリートーク

　　（２）美術講演会　　

　　（３）美術館めぐり

　　（４）スケッチ講座

　　今年度の予定は以下の通りです。

　　４．広報・普及活動

（ 3 ）

　当財団のホームページにおいて、施設や企画展覧会の情報を公開します。また、企画展
覧会ごとに当財団の各施設ほか、地域の美術館・博物館やギャラリー等宛にポスターや案
内ハガキを送付し、幅広く案内を行います。また、共催事業の美術講演会・美術館めぐりで
は、共催先のホームページや機関誌『オアシス』やチラシにより告知します。

　くにたちギャラリーネットワーク及び公益財団法人くにたち文化・スポーツ振興財団との共
催で、年１回、美術関係の専門家（大学教授、画家、評論家等）による講演会を実施しま
す。受講料は無料です。

　　　第３回　　11月1日（日）、3日（火・祝）

　くにたちギャラリーネットワーク及び公益財団法人くにたち文化・スポーツ振興財団との共
催で、年１回、関東近郊の美術館一日バスツアーを実施します。参加費は3,000円、定員は
50名の予定です。

　②御岳美術館において、当財団の学芸員が、展示作品を採り上げて解説をします。参加
　希望者は当日入館すれば誰でも無料で参加することができます。

　①たましん歴史・美術館において、展覧会開催期間中に、当財団の学芸員が、展示作品
　を採り上げて解説をします。参加希望者は当日入館すれば誰でも無料で参加することが
　できます。

　　　第２回　　8月21日（金）、22日（土）、

　　　第１回　　4月11日（土）、12日（日）、

　4月11日（桜の日）、8月21日（倉田三郎生誕記念日）、11月3日（開館記念日）を含む2日
間を「スケッチの日」と定め開催します。受講料は無料で画材も無料で貸出し、作品完成時
には当財団の学芸員が、受講者一人ひとりにアドバイスを行います。各回とも100名の参加
者を予定しています。



　Ⅱ．公２　『多摩のあゆみ』の刊行と歴史資料室の運営

　　１．『多摩のあゆみ』の刊行

　　２．歴史資料室の運営

　　３．多摩の歴史講座

　　４．多摩の歴史講演会

　　５．広報・普及活動

　Ⅲ．収１　物品販売及び喫茶事業

　　１．物品販売事業

　　　

　　２．喫茶事業

　　　　御岳美術館で、来館者にコーヒー、紅茶、ジュース等飲み物を300円で提供します。
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『多摩のあゆみ』と歴史資料室の情報を当財団のホームページにおいて公開します。また、
「多摩の歴史講座」はホームページと『多摩のあゆみ』及び、共催先の（公財）東京市町村
自治調査会ホームページと機関誌『ぐるり39～自治調査会だより～』に告知します。

　たましん歴史・美術館で、オリジナルの絵はがきを販売します。また、御岳美術館では、オ
リジナルの絵はがきなどの販売のほか、地域の作家の陶器、染物等、各種お土産品の委
託販売を行います。

　多摩地域の歴史・文化に関する図書、雑誌、地図、絵葉書、写真、チラシ等を収集・公開
します。それぞれの分類表に基づいて整理し、新たに入手した図書と雑誌は歴史資料室
の新着コーナーに展示するとともに、『多摩のあゆみ』の「入手資料のごあんない」欄に書誌
情報を掲載します。また、当財団のホームページでも資料の検索が出来ます。

　各号ごとに特集テーマを定め、各分野にわたる地域の研究者の調査・研究の成果を掲載
します。
　平成27年度の特集テーマは、158号（5月発行）「宝永の富士山大噴火と多摩」（仮題）、
159号（8月発行）「多摩のレンガ」（仮題）、160号（11月発行）創刊40周年記念号「多摩地域
の文化財」（仮題）、161号（平成28年2月発行）「流通民具にみる社会」（仮題）です。158
号・159号・161号は14,000部、160号は15,000部を印刷・発行します。歴史資料室窓口及び
当財団の各施設のほか、たましん本支店窓口で入手できます。郵送希望の方には、定期
送付しています（送料は希望者負担）。また、多摩地域30市町村の公立図書館・博物館等
に毎号贈呈しており、公的機関でも閲覧できます。

　（公財）東京市町村自治調査会多摩交流センターとの共催事業で、4回の座学と1回の現
地見学会の連続講座を実施します。今年度で19回目を迎え、定員は120名、受講料は無
料です。

　当財団郷土誌『多摩のあゆみ』創刊４０周年記念講演会を開催します。この40年間、多摩
地域の歴史研究はどのように進んできたのか、本誌との関係も踏まえながら振りかえりま
す。



事業計画の内訳

公益目的事業

　

１．企画展覧会

（１）たましん歴史・美術館

計　　　　　　　　　　画

事　業　名 自主・共催 実施期間 開催日数 事業内容及び説明

1 日本人と「型」 自主
3月24日（火）～
6月14日（日）

68
日本美術を語るうえでひとつのカギとなる「型」を切り口として、篆刻、型染版画、
陶芸など、特徴的な作品を展示します。

2 「お気に入りをさがして」 自主
6月30日（火）～
8月30日（日）

54
テーマで分けたり、色や材料に注目したり、比較したりして、絵画と彫刻という二
つのジャンルの作品をさまざまな見方から紹介する展覧会です。

3
『多摩のあゆみ』創刊40周年記念
多摩の人・多摩の風景

自主
9月15日（火）～
12月10日（木）

72
『多摩のあゆみ』の創刊40周年を記念し、多摩の歴史・風俗を物語る浮世絵、
『多摩のあゆみ』の表紙を飾った作品などを展示します。

4 東洋古陶磁展 自主
1月6日（水）～
3月6日（日）

52
「東洋古陶磁展」では、日本、中国、朝鮮の古陶磁の中から伊万里・鍋島など日
本古陶磁、宋・明・清時代の中国古陶磁、高麗・朝鮮王朝時代の朝鮮古陶磁の
展示をおこないます。また、倉田三郎の作品を併設展示します。

5 美術資料図書の整理・公開 自主 美術関連の図書、雑誌等を収集し、図書室にて公開します。

（２）御岳美術館

1 日本の近代美術の企画展示　（前期） 自主
　3月8日（日）～
9月23日（水・祝）

172

たましんコレクションから、「近代美術の流れ ―日本人の“洋”画―」と題し、明治
期から昭和期にかけての巨匠たちによる作品を展示します。倉田三郎記念室で
は、旅先のスケッチから、「アジアの風景」というテーマで20点を展示します。常
設展示では、新宿中村屋にゆかりのあった作家の彫刻・絵画作品を展示しま
す。

2 日本の近代美術の企画展示　（後期） 自主
10月4日（日）～

平成28年
2月14日（日）

101

たましんコレクションから、「近代美術の流れ―描く人・描かれる人―」と題し、明
治期から昭和期にかけての巨匠たちによる作品を展示します。倉田三郎記念室
では、旅先のスケッチから「旅で出会ったひとびと」というテーマで20点を展示し
ます。常設展示では、新宿中村屋にゆかりのあった作家の彫刻・絵画作品を展
示します。

Ⅰ．公１　美術館・ギャラリーの運営事業

計画事業
通し番号

（予算額　　5,738　千円）

（定款第４条第１項第１号、第２号、第４号、第５号、第７号）

計　　　　　　　　　　画

( 5 )

予算額

（千円）

1,924

1,374

( 6 )

通年



２．ギャラリー展示

1 たましんギャラリー 自主
多摩地域在住・在勤の作家やグループに展示会場として、無償で提供。
今年度は24会期の展示を予定しています。

1730

３．美術講座

計　　　　　　　　　　画

事　業　名 自主・共催 事業内容及び説明

1 ギャラリートーク 自主

①たましん歴史・美術館において、企画展にあわせてギャラリートークを行いま
す。
　 （各日とも14：00から開催）
　　　日本人と「型」　　　　　　　　　　　　　　　　　  4月24日（金）
　　　お気に入りをさがして　　　　　　　　　　　　　 7月19日（日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    8月8日 （土）
　　　『多摩のあゆみ』創刊40周年記念多摩の人・多摩の風景
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  10月23日（金）
　　　東洋古陶磁展     　　　　　　　　　　　　　　　 開催日未定
②御岳美術館において、展示にあわせてギャラリートークを行います。
　 （各日とも １１：00と13：00からの2回開催）
　　　前期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5月17日（日）、7月12日（日）
　　　後期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10月18日（日）、11月15日（日）

2 美術講演会 共催
くにたちギャラリーネットワーク、（公財）くにたち文化・スポーツ振興財団と共催
で、美術の専門家による講演会を行います。受講料は無料です。

3 美術館めぐり 共催
くにたちギャラリーネットワーク、（公財）くにたち文化・スポーツ振興財団と共催
で、美術館めぐりを行います。参加費は3,000円、定員は50名の予定です。

4 スケッチ講座 自主
「スケッチの日」として、御岳美術館で年間3回（各回2日間）のスケッチ体験講座
を行います。参加費は無料で、当財団の学芸員がワンポイントアドバイスも行い
ます。

４．広報・普及活動

1 広報・普及活動 自主

当財団のホームページにおいて、施設や企画展覧会の情報を公開します。ま
た、企画展覧会ごとに当財団の各施設ほか、地域の美術館・博物館やギャラ
リー等宛にポスターや案内ハガキを送付し、幅広く案内を行います。また、共催
事業の美術講演会・美術館めぐりは、共催先のホームページと機関誌『オアシ
ス』及びチラシにより告知します。

380

330

( 7 ) ( 8 )

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画

展覧会開催期間中

（千円）

平成27年11月予定

通年
土・日・祝日開廊

予算額

実施期間

平成28年3月予定

4月11日（土）・12日（日）、
8月21日（金）・22日（土）、
11月1日（日）・3日（火・祝）

通年



１．『多摩のあゆみ』の刊行

計　　　　　　　　　　画

事　業　名 自主・共催 事業内容及び説明

1 158号　「宝永の富士山大噴火と多摩」（仮題） 自主　
宝永4年（1707）に噴火した富士山は、山麓部に甚大な被害をもたらし、南関東
一帯にも火山灰を多く降らせました。青梅市や府中市、多摩市、町田市、関東
各地の記録から、噴火や被害の状況、幕府や庶民の対応を紹介します。

2 159号　「多摩のレンガ」（仮題） 自主　
日本のレンガは幕末以降、欧米の技術を取り入れて製造、使用が始まり、多摩
でも日野や八王子でレンガが製造されました。現在に残るレンガの様相を取り上
げます。

3 160号　「多摩地域の文化財」（仮題） 自主　
本号をもって本誌は創刊40周年を迎えます。この記念号では、多摩30市町村に
所在する文化財を各市町村教育委員会文化財係の担当者にご執筆いただきま
す。

4 161号　「流通民具にみる社会」（仮題） 自主　
唐箕やセンバコキ、足踏み脱穀機、鋤、鍬といった、農民の自給ではなく「購入
される民具（流通民具）」の形の違いなどから見える、使い手や職人、消費地の
地域性などを紹介します。

２．歴史資料室の運営

計　　　　　　　　　　画

事業名 自主・共催 事業内容及び説明

1 歴史資料室の運営 自主

多摩地域の歴史・文化に関する図書、雑誌、地図、絵葉書、写真、チラシ等を
収集・公開します。それぞれの分類表に基づいて整理し、新たに入手した図書
と雑誌は歴史資料室の新着コーナーに展示するとともに、『多摩のあゆみ』の
「入手資料ごあんない」欄に書誌情報を掲載します。また、当財団のホームペー
ジでも資料の検索が出来るようにします。

1,360

３．多摩の歴史講座・講演会

1 多摩の歴史講座 共催
（公財）東京市町村自治調査会多摩交流センターとの共催事業で、４回の座学
と１回の現地見学会の連続講座を実施します。今年度で１9回目を迎え、定員は
120名、受講料は無料です。

2 『多摩のあゆみ』創刊40周年記念講演会 自主
当財団季刊誌『多摩のあゆみ』が創刊40周年を迎えるにあたって、記念講演会
を開催します。この40年間、多摩地域の歴史研究はどのように進んできたのか、
本誌との関係も踏まえながら振りかえります。

（千円）

( 9 ) ( 10 )

（千円）

8月

11月

平成28年2月

  通年

Ⅱ．公２　『多摩のあゆみ』の刊行と歴史資料室の運営事業

609

（定款第４条第１項第２号、第３号、第４号、第８号）

（予算額　　14,329　千円）

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画 予算額

実施期間

9月～11月予定

12月予定

12,160

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画 予算額

実施期間

5月



４．広報・普及活動

1 広報・普及活動 自主

『多摩のあゆみ』と歴史資料室の情報を当財団のホームページにおいて公開し
ます。また、「多摩の歴史講座」はホームページと『多摩のあゆみ』及び、共催先
の（公財）東京市町村自治調査会ホームページと機関誌『ぐるり39～自治調査
会だより～』に告知します。

200

収益目的事業

Ⅲ．収１　物品販売事業及び喫茶事業

１．物品販売事業

計　　　　　　　　　　画

事　業　名 自主・共催 事業内容及び説明

1 物品販売事業 自主
たましん歴史・美術館で、オリジナルの絵はがきを販売します。御岳美術館で
は、オリジナルの絵はがきなどの販売のほか、地域の作家の陶器、染物等、各
種お土産品の委託販売を行います。

120

２．喫茶事業

1 喫茶事業 自主
御岳美術館で、来館者にコーヒー、紅茶、ジュース等飲み物を300円で提供
します。

30

( 11 ) ( 12 )

計画事業
通し番号

（予算額　   　150　千円）

実施期間 （千円）

通年

通年

計　　　　　　　　　　画

通年

予算額

（定款第４条第１項第９号）



　Ⅳ.管理

　　１．役員及び役員会等に関する事業（定款第4条第9号）

　　　（１）理事、監事及び評議員の任期

　　　　①評議員　　平成24年4月1日から就任後4年以内に終了する事業年度のうち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最終のものに関する定時評議員会の終結の時まで

　　　　②理事　　　平成26年6月17日から就任後2年以内に終了する事業年度のうち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最終のものに関する定時評議員会の終結の時まで

　　　　③監事　　　平成26年6月17日から就任後2年以内に終了する事業年度のうち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最終のものに関する定時評議員会の終結の時まで

　　　（２）理事会等の開催

　　　　①理事会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年2回

　　　　②評議員会　  　　　　　　　　　　　　　　　　年2回

　　　　③決算監査　　　　　　　　　　　　　　　　　 年1回

（ 13 ）



平成27年度

収支予算書

公益財団法人　たましん地域文化財団



(単位：円）

公１ 公２ 共通 小計 収１ 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 1,540,000 0 0 1,540,000 1,540,000 0 0 0 1,540,000 0

基本財産運用益 1,540,000 0 0 1,540,000 1,540,000 0 0 0 1,540,000 0

特定資産運用益 10,000 0 0 10,000 10,000 0 0 0 10,000 0

特定資産運用益 10,000 0 0 10,000 10,000 0 0 0 10,000 0

固定資産受贈益 585,000 550,000 0 0 550,000 35,000 35,000 0 650,000 △ 65,000

固定資産受贈益 585,000 550,000 0 0 550,000 35,000 35,000 0 650,000 △ 65,000

事業収益 2,400,000 1,700,000 150,000 0 1,850,000 550,000 550,000 0 2,400,000 0

入館料収益 1,600,000 1,600,000 0 0 1,600,000 0 0 0 1,600,000 0

図録販売収益 100,000 100,000 0 0 100,000 0 0 0 100,000 0

出版事業収益 150,000 0 150,000 0 150,000 0 0 0 150,000 0

喫茶事業収益 150,000 0 0 0 0 150,000 150,000 0 150,000 0

物品販売収益 400,000 0 0 0 0 400,000 400,000 0 400,000 0

受取寄付金 60,000,000 0 0 59,000,000 59,000,000 0 0 1,000,000 60,000,000 0

受取寄付金 60,000,000 0 0 59,000,000 59,000,000 0 0 1,000,000 60,000,000 0

雑収益 40,000 0 0 40,000 40,000 0 0 0 100,000 △ 60,000

雑収益 40,000 0 0 40,000 40,000 0 0 0 100,000 △ 60,000

経常収益計(A) 64,575,000 2,250,000 150,000 60,590,000 62,990,000 585,000 585,000 1,000,000 64,700,000 △ 125,000

（２）経常費用

67,700,000 31,805,000 32,240,000 0 64,045,000 405,000 405,000 3,250,000 66,475,000 1,225,000

売上原価 80,000 5,000 45,000 0 50,000 30,000 30,000 0 80,000 0

役員報酬 400,000 0 0 0 0 0 0 400,000 400,000 0

給料手当 24,250,000 12,570,000 11,680,000 0 24,250,000 0 0 0 24,040,000 210,000

臨時雇賃金 4,300,000 2,670,000 1,530,000 0 4,200,000 100,000 100,000 0 4,560,000 △ 260,000

賞与引当金繰入 1,550,000 600,000 950,000 0 1,550,000 0 0 0 1,230,000 320,000

退職給付費用 610,000 0 610,000 0 610,000 0 0 0 610,000 0

法定福利費 4,190,000 2,090,000 2,000,000 0 4,090,000 0 0 100,000 3,980,000 210,000

福利厚生費 560,000 250,000 140,000 0 390,000 0 0 170,000 640,000 △ 80,000

旅費交通費 1,080,000 570,000 310,000 0 880,000 0 0 200,000 960,000 120,000

通信運搬費 2,550,000 765,000 1,525,000 0 2,290,000 10,000 10,000 250,000 2,340,000 210,000

減価償却費 1,145,000 870,000 0 0 870,000 35,000 35,000 240,000 1,220,000 △ 75,000

消耗什器備品費 260,000 25,000 185,000 0 210,000 0 0 50,000 100,000 160,000

消耗品費 960,000 385,000 365,000 0 750,000 10,000 10,000 200,000 910,000 50,000

修繕費 100,000 30,000 30,000 0 60,000 0 0 40,000 100,000 0

印刷製本費 10,860,000 810,000 10,000,000 0 10,810,000 0 0 50,000 10,345,000 515,000

燃料費 45,000 15,000 15,000 0 30,000 0 0 15,000 40,000 5,000

光熱水料費 2,245,000 1,940,000 210,000 0 2,150,000 25,000 25,000 70,000 2,220,000 25,000

賃借料 2,070,000 1,830,000 160,000 0 1,990,000 20,000 20,000 60,000 1,960,000 110,000

保険料 1,540,000 1,505,000 20,000 0 1,525,000 0 0 15,000 1,540,000 0

諸謝金 1,020,000 0 1,020,000 0 1,020,000 0 0 0 900,000 120,000

保守管理費 1,850,000 1,540,000 210,000 0 1,750,000 25,000 25,000 75,000 1,840,000 10,000

会議費 350,000 25,000 25,000 0 50,000 0 0 300,000 350,000 0

支払負担金 200,000 200,000 0 0 200,000 0 0 0 200,000 0

図書費 310,000 30,000 270,000 0 300,000 0 0 10,000 310,000 0

委託費 3,765,000 2,850,000 690,000 0 3,540,000 0 0 225,000 4,190,000 △ 425,000

研修費 100,000 20,000 30,000 0 50,000 0 0 50,000 100,000 0

宣伝費 30,000 30,000 0 0 30,000 0 0 0 30,000 0

仕入費 150,000 0 0 0 0 150,000 150,000 0 150,000 0

諸会費 730,000 160,000 200,000 0 360,000 0 0 370,000 730,000 0

交際費 250,000 0 0 0 0 0 0 250,000 250,000 0

租税公課 100,000 0 0 0 0 0 0 100,000 100,000 0

雑費 50,000 20,000 20,000 0 40,000 0 0 10,000 50,000 0

経常費用計(B) 67,700,000 31,805,000 32,240,000 0 64,045,000 405,000 405,000 3,250,000 66,475,000 1,225,000

△ 3,125,000 △ 29,555,000 △ 32,090,000 60,590,000 △ 1,055,000 180,000 180,000 △ 2,250,000 △ 1,775,000 △ 1,350,000

２．経常外増減の部

（１）経常外収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常外収益計（Ｃ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常外費用計（Ｄ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 0 0 0 79,789 79,789 △ 79,789 △ 79,789 0 0 0

△ 3,125,000 △ 29,555,000 △ 32,090,000 60,669,789 △ 975,211 100,211 100,211 △ 2,250,000 △ 1,775,000 △ 1,350,000

53,295,680 △ 60,091,681 △ 86,374,100 185,851,525 39,385,744 2,279,054 2,279,054 11,630,882 55,477,374 △ 2,181,694

50,170,680 △ 89,646,681 △ 118,464,100 246,521,314 38,410,533 2,379,265 2,379,265 9,380,882 53,702,374 △ 3,531,694

一般正味財産への振替額 △ 585,000 △ 550,000 0 0 △ 550,000 △ 35,000 △ 35,000 0 △ 650,000 65,000

△ 585,000 △ 550,000 0 0 △ 550,000 △ 35,000 △ 35,000 0 △ 650,000 65,000

846,257,469 544,635,107 0 300,000,000 844,635,107 1,622,362 1,622,362 0 846,902,455 △ 644,986

845,672,469 544,085,107 0 300,000,000 844,085,107 1,587,362 1,587,362 0 846,252,455 △ 579,986

895,843,149 454,438,426 △ 118,464,100 546,521,314 882,495,640 3,966,627 3,966,627 9,380,882 899,954,829 △ 4,111,680Ⅲ　正味財産期末残高 (E)+(F)

増減
（イ）－（ロ）

事業費/管理費（法人会計）

当期経常増減の部 (A)-(B)

当期経常外増減の部（Ｃ）－（Ｄ）

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高（ E）

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高（ F）

平成２７年度収支予算書（正味財産増減ベース）

平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで

公益財団法人たましん地域文化財団

科     目
平成27年度
予算額（イ）

公益目的事業会計（内訳表） 収益事業等会計
法人会計

平成26年度
予算額（ロ）



公益財団法人たましん地域文化財団

平成２７年度

事　業　報　告　書
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1.事業の概要 
 

平成 27 年度は、当財団における事業の二本の柱である美術館・ギャラリーの運営
及び『多摩のあゆみ』の刊行と歴史資料室の運営等において、公益財団法人として更

なる地域貢献を念頭に活動いたしました。その結果、ほぼ当初の計画通りに各事業を

実施することができました。一方、年間の収支につきましては総事業費 6,721 万円、
繰越金 1,332万円となりました。 
公１の「美術館・ギャラリーの運営」では、たましんコレクションによる企画展を

「たましん歴史・美術館」において 4 会期、「御岳美術館」で 2 会期にわたり開催し
ました。各美術館の年間入館者数を見ますと、「たましん歴史・美術館」では前期比

20％減少の 2,869人、「御岳美術館」では同 2％減少の 2,141人となりました。「たま
しん歴史・美術館」の減少は、前期（平成 26 年度）にたましんギャラリー開廊 40
周年記念「多摩の作家展」を 5会期にわたり開催し大幅な入館者増加（平成 25年度
比で+20％）となった特殊要因によるもので、入館者の内容を見ますと「たましん歴
史・美術館」「御岳美術館」ともに、有料入館者数で前年度を上回っており入館者数

の減少には歯止めがかかりつつあります。 
「たましん歴史・美術館」では、企画展として（１）日本人と「型」、（２）「お気

に入りをさがして」、（３）『多摩のあゆみ』創刊 40周年記念「多摩の人・多摩の風景」、
（４）東洋古陶磁展、を実施しました。また、美術資料の充実を図るため多摩の作家

の図録等の資料収集活動を継続的に実施しました。「御岳美術館」では、これまで行

ってきた制作時代順による展示に代えて、前期に「近代美術の流れ‐日本人の洋画‐」、

後期に「近代美術の流れ‐描く人・描かれる人‐」をタイトルに、新しい切り口によ

る企画展を実施しました。「たましんギャラリー」では、24会期の展覧会を開催しま
した。内訳は多摩の作家の方々による個展、グループ展が 23 会期で、1 会期は作家
都合により「たましんコレクション展」に変更して開催しました。 
美術講座では、「たましん歴史・美術館」において、各展覧会の会期中に合計 5 回

のギャラリートークを実施し、「御岳美術館」では前期、後期各 2 日（各日 2 回）合
計 8回のギャラリートークを実施しました。また、くにたちギャラリーネットワーク
及び（公財）くにたち文化・スポーツ振興財団との共催事業で「美術講座」と「美術

館めぐり」を実施し大変多くの方々にご参加いただきました。「御岳美術館」では、

スケッチ講座を 3回（各回とも 2日間）実施しました。 
広報・普及活動では当財団のホームページやインターネット情報検索サイトを通じ

て、施設や企画展覧会の情報を公開しました。また、企画展ごとにポスター、チラシ、

案内はがきを作成し、当財団の各施設をはじめ、地域の美術館・博物館やギャラリー

等宛に送付しました。「たましん歴史・美術館」での企画展「お気に入りをさがして」 
１ 



では、初めての試みとして子どもを対象とした展覧会として位置付け、国立市内の小

中学校を通じて児童生徒の全世帯にチラシを配布するとともに、国立市の「後援名義」

を受けるなどの活動を実施しました。共催事業においては、共催先のホームページ、

機関誌「オアシス」、チラシにより告知しました。 
公２の「『多摩のあゆみ』の刊行と歴史資料室の運営」では、『多摩のあゆみ』を

158号から 161号まで発行しました。第 158号特集「宝永の富士山大噴火」、第 159
号特集「多摩のレンガ」、第 160 号特集「多摩地域の文化財」、第 161 号特集「民具
にみる社会」をとり上げました。なかでも、『多摩のあゆみ』創刊 40周年記念号とな
った第 160号は、多摩地域各市町村の文化財担当者に執筆を依頼し、ボリュームも通
常号の 2倍を超える増頁で発行し好評を得ました。また、講師 3名を招いて『多摩の
あゆみ』創刊 40周年記念講演会を立川市のアイムホールにて開催しました。「歴史資
料室」では多摩地域の歴史・文化に関する図書、雑誌等を収集し公開しました。 
多摩の歴史講座については、（公財）東京市町村自治調査会多摩交流センターとの

共催による「第 19回多摩の歴史講座」を開催、「多摩の縄文人とくらし」というテー
マで 5回の連続講座を実施しました。 
広報・普及活動では、当財団ホームページにおいて『多摩のあゆみ』や歴史資料室

の情報を公開しました。また「多摩の歴史講座」の告知は、『多摩のあゆみ』やホー

ムページのほか、共催先のホームページや機関誌『ぐるり３９～自治調査会だより～』

などにより行いました。 
その他、東京都公益認定等審議会による立入検査が、公益移行後はじめて実施され

ました。平成 27年 7月 1日・7日に「たましん歴史・美術館」、「御岳美術館」にお
いて実地調査とヒアリングが行われましたが、事業内容や会計処理に問題はなく概ね

良好との講評がありました。7件の指摘事項については、その後適宜改善対応を実施
し、11月に同審議会に対し書面による改善報告を行い、検査は終了となりました。 
また、平成 28年 1月からマイナンバー制度が開始されるのに伴い、規程類の新規

制定、改正を行い制度対応しました。 
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２．各種事業に関する報告

公益目的事業

１．企画展覧会

（１）たましん・歴史美術館

報　　　　　　　　告

事業名 自主・共催 実施日・期間 事業内容及び説明

1 日本人と「型」 自主
   3月24日（火）～

　　　　　6月14日（日）
日本美術を語るうえでひとつのカギとなる「型」を切り口として、篆刻、型染版
画、陶芸など３８点をたましんコレクションから展示しました。

2 「お気に入りをさがして」 自主
   6月30日（火）～

　　　　　8月30日（日）

たましん歴史・美術館初の試みとして子どもを対象とした夏休み企画の展覧会
を行いました。設問に答えたり、ワークシートを用いたりしながら、「気になる」を
キーワードに作品３３点をたましんコレクションから展示しました。

3
『多摩のあゆみ』創刊40周年記念
多摩の人・多摩の風景

自主
   9月15日（火）～

　　　　　12月10日（木）

『多摩のあゆみ』の創刊４０周年を記念し、たましんコレクションから多摩の歴
史・風俗を物語る浮世絵、『多摩のあゆみ』表紙を飾った作品３９点を展示しま
した。

4 東洋古陶磁展 自主
平成28年1月6日（水）～
             3月6日（日）

たましんコレクションから、日本・朝鮮・中国の古陶磁を５０点展示しました。併
設でたましんコレクションから油彩、岩彩の作品７点を展示しました。

5 美術関連図書、雑誌等の収集・公開 自主 通年
たましんギャラリーで展示をした経験のある多摩の作家、日本近代の作家を中
心に、美術資料図書を収集しました。1,489点を美術資料室で公開していま
す。

3

100円 498人

100円 726人

100円 747人

100円 829人

Ⅰ．公１　美術館・ギャラリーの運営事業

（定款第４条第１項第１号、第２号、第４号、第５号、第７号）

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画 入館料等 入館者数

（円） （人）



（２）御岳美術館

報　　　　　　　告

事業名 自主・共催 実施日・期間 事業内容及び説明

1

　
日本の近代美術の企画展示
　近代美術の流れ　－日本人の洋画ー
　倉田記念室　旅の素描－アジアの風景－
　常設展示　日本近代彫刻の魁
　　　　　　　　　　　　　　　　新宿中村屋の作家たち

自主
平成27年 3月8日（日）
　　～9月23日（水・祝）

企画展示「近代美術の流れ－日本人の洋画－」では、明治期から昭和期にか
けて「洋」の精神と対峙し、自らの表現を体現すべく試行錯誤を繰り返した画
家の作品12点を展示しました。倉田三郎記念室「旅の素描－アジアの風景
－」では倉田三郎がアジア(シンガポール・タイ・マカオ・スリランカ・パキスタン・
アフガニスタン)で描いたスケッチ20点を展示しました。常設展示「日本近代彫
刻の魁　新宿中村屋の作家たち」では新宿中村屋ゆかりの作家による作品7
点を展示しました。このほか、たましんコレクションより24点を展示しました。

2

　
日本の近代美術の企画展示
　近代美術の流れ　－描く人・描かれる人－
　倉田記念室　旅の素描
　　　　　　　　　　　　　　－旅で出会ったひとびと－
　常設展示　日本近代彫刻の魁
　　　　　　　　　　　　　　　　新宿中村屋の作家たち

自主
平成27年10月4日（日）～
平成28年2月14日（日）

企画展示「近代美術の流れ－描く人・描かれる人－」では、「描く人」と「描かれ
る人」の関係の中に、互いの自我の衝突や、強い共鳴を生んだであろうことを
その背後に感じる「人」に着目した大正・昭和時代の油彩、水彩作品を12点展
示しました。倉田三郎記念室「旅の素描－旅で出会ったひとびと－」では倉田
三郎が北米・中南米（カナダ・アメリカ・ペルー・パラグアイ・メキシコ）で描いた
スケッチ15点を展示しました。常設展示「日本近代彫刻の魁　新宿中村屋の
作家たち」では新宿中村屋ゆかりの作家による作品６点を展示しました。この
ほか、たましんコレクションより21点を展示しました。

２．ギャラリー展示

事業名 自主・共催 実施期間

1 たましんギャラリー 自主 通年

4

（人）

多摩在住・在勤の作家やグループに展示会場を提供し、今年度は24会期（ただし第22会期
は作家都合により「たましんコレクション展」に変更）の展示を行いました。

8,109人

一　 般500円
高大生400円
小中生300円

1,301人

一   般500円
高大生400円
小中生300円

803人

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画 報　　　　　　　告 来場者数

事業内容及び説明

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画 入館料等 入館者数

（円） （人）



３．美術講座

報　　　　　　　告

事業名 自主・共催 実施期間 事業内容及び説明

4月24日（金） 日本人と「型」の展示作品の解説

7月19日（日） お気に入りをさがしての展示作品の解説

   8月8日（土） お気に入りをさがしての展示作品の解説

10月23日（金） 『多摩のあゆみ』創刊40周年記念多摩の人・多摩の風景の展示作品の解説

平成28年2月13日（土） 東洋古陶磁の展示作品の解説

5月17日（日）

7月12日 （日）

10月18日（日）

11月15日（土）

平成28年1月16日（土）

第18回　美術講座
「今　ルネサンスが面白い！」～絵画を読む楽しさを学ぶ～
　講師　斎藤　陽一　氏
場所　くにたち市民芸術ホール地下スタジオ　　時間　午後２時開演
①ボッティチェリ：「春」の図像学

平成28年1月30日（土） ②レオナルド・ダ・ヴィンチ：「モナリザ」の謎

平成28年2月13日（土） ③ミケランジェロ：彫刻と絵画のドラマ

平成28年3月5日（土） ④ラファエロ：合唱的空間構成の妙

3
美術館めぐり
　  　(公財)くにたち文化・スポーツ振興財団、
　　  くにたちギャラリーネットワークとの共催事業

共催 10月17日（土）
第12回　美術館めぐり
山梨県立美術館「ルートヴィヒ・コレクションピカソ展」と
アフリカンアートミュージアム

         4月11日（土）
               12日（日）

 桜の日祭

        8月21日（金）
              22日（土） 倉田三郎生誕祭

        11月1日（日）
                3日（火・祝）

開館記念祭

5

53名

参加費
3,000円

40名

4 スケッチ講座 自主

一　 般500円
高大生400円
小中生300円

27名

一　 般500円
高大生400円
小中生300円

22名

一　 般500円
高大生400円
小中生300円

2
美術講演会
　  　(公財)くにたち文化・スポーツ振興財団、
　　  くにたちギャラリーネットワークとの共催事業

共催 無料

64名

65名

64名

65名

一　 般500円
高大生400円
小中生300円

5名

6名

御岳美術館後期の展示作品の解説
5名

5名

1 ギャラリートーク 自主

100円

21名

14名

7名

14名

24名

御岳美術館前期の展示作品の解説

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画 入館料等 参加者数

（円） （人）



４．広報・普及活動

事業名 自主・共催 実施期間

1 広報・普及活動 自主 通年

１．『多摩のあゆみ』の刊行

報　　　　　　　告

事業名 自主・共催 発行日 事業内容及び説明

1 第158号　「宝永の富士山大噴火」 自主　 5月15日
宝永4年（1707）の富士山大噴火について、南関東の被害状況や江戸幕府の
対応策、多摩地域に関しては府中宿や稲城市、多摩市域の村々がどう対応し
たのかを紹介しました。

2 第159号　「多摩のレンガ」 自主　 8月15日
日本では、幕末に欧米から本格的にレンガを導入しました。本号では、多摩
各地のレンガ生産や建築物の様相とともに、先進地である東京・横浜・横須賀
におけるレンガの使用事例なども紹介しました。

3 第160号　「多摩地域の文化財」 自主　 11月15日
昭和50年11月に創刊された本誌は、第160号で40周年を迎えました。本号で
は、原始古代から近現代にわたる各時代の文化財に関して、各市町村の文化
財担当者に執筆していただきました。

4 第161号　「民具にみる社会」 自主　 平成28年2月15日
庶民が日常生活の中で使ってきた用具（民具）の中でも「流通する民具」に焦
点を当て、形の移り変わりや残された刻印などから社会や技術の伝播につい
て考察し、紹介しました。

6

無料 14,000部

無料 14,000部

無料 14,000部

無料 14,000部

ホームページやインターネット情報検索サイトを通じて、施設や企画展覧会の情報を公開しました。また、企
画展ごとにポスター、案内はがきを作成し、当財団の各施設をはじめ地域の美術館・博物館やギャラリー等
宛に送付しました。中でも、「たましん歴史・美術館」の企画展「お気に入りをさがして」では、国立市内の小・
中学校生徒全世帯に案内チラシを配布しました。また、共催事業においては、共催先のホームページや機
関誌、チラシにより告知をしました。

Ⅱ．公２　『多摩のあゆみ』の刊行と歴史資料室の運営

（定款第４条第１項第２号、第３号、第４号、第８号）

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画 誌代 発行部数

（円） （部）

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画 報　　　　　　　告

事業内容及び説明



２．歴史資料室の運営

計　　　　　　　　　　画

事業名 自主・共催 実施期間 事業内容及び説明

1 歴史資料室の運営 自主

通年

月曜日・祝日・年末年始を除く
　１０：００～１８：００

平成27年度は、図書524冊、雑誌298冊、絵葉書41枚、地図7枚、チラシ8枚、
ポスター104枚、の合計982点を収集・整理しました。
今期末現在で、図書24,780冊、雑誌14,165冊、絵葉書5,902枚、地図1,685
枚、チラシ494枚、ポスター1,381枚を公開しています。

３．多摩の歴史講座

報　　　　　　　告

事業名 自主・共催 実施期間 事業内容及び説明

9月25日（金）
「戦後の縄文時代研究で明らかになった縄文人の生活と美」
講師　石井則孝（元日本遺跡学会会長）
場所　国分寺労政会館　時間　午後1時30分～午後3時30分

10月9日（金）

「下総台地の貝塚にみる武蔵野との交流」
講師　堀越正行（千葉市立加曽利貝塚博物館館長）
場所　国分寺労政会館　時間　午後1時30分～午後3時30分

10月23日（金）
「自然人類学からみた原始・古代の関東の人々」
講師　藤田尚（新潟県立看護大学准教授）
場所　国分寺労政会館　時間　午後1時30分～午後3時30分

11月6日（金）

「縄文人たちは『野川』をどう感じ、どう暮らしたか－遺跡・土器の〈かたち〉から
考える・入門」
講師　高麗正（三鷹市教育委員会）
場所　国分寺労政会館　時間　午後1時30分～午後3時30分

11月20日（金）

東京都埋蔵文化財センター共同事業
「モノ・人の動きから多摩・武蔵野の縄文時代を眺める－西東京市下野谷遺
跡、多摩ニュータウンNo.72遺跡を基点として－」
講師　山本孝司（東京都埋蔵文化財センター調査研究）
場所　東京都立埋蔵文化財調査センター
時間　午後1時00分～午後4時30分

75名

7

1

第19回多摩の歴史講座（１～5講）
　　　　　多摩の縄文人とくらし
　　　　　　　－台地、川、海とのかかわりあい－
　　　　　　　　　　　　　　　　　募集人数120名

　　（公財）東京市町村自治調査会多摩交流
　　センターとの共催事業

共催

無料 94名

無料 95名

無料 82名

無料 83名

無料

無料
閲覧者用紙
記入者数
640名

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画 受講料等   参加者数

（円） （人）

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画 利用料 閲覧者数

（円） （人）



４．多摩の歴史講演会

計　　　　　　　　　　画

事業名 自主・共催 実施期間 事業内容及び説明

1 『多摩のあゆみ』創刊40周年記念講演会 自主 12月7日（月）

「後世に残したい高尾山の貴重な植物」
講師　菱山忠三郎（八王子自然友の会副会長）

「江戸と村落文化－多摩の江戸型山車－」
講師　齋藤愼一（日本風俗史学会会員）

「多摩の古代を掘る」
講師　坂誥秀一（武蔵野文化協会会長）

場所　立川市女性総合センターホール

５．広報・普及活動

事業名 自主・共催 実施期間

1 広報・普及活動 自主 通年

無料 101名

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画

8

報　　　　　　　告

事業内容及び説明

ホームページにおいて、『多摩のあゆみ』や歴史資料室の情報を公開しました。また、「多摩の歴史講座」は
『多摩のあゆみ』やホームページのほか、共催先の多摩交流センターのホームページや機関誌『ぐるり39～
自治調査会だより～』などにより告知しました。

受講料 参加者数

（円） （人）



収益事業

Ⅲ．収１　物品販売及び喫茶事業

１．物品販売事業

事業名 自主・共催 実施期間

1 物品販売事業 自主 通年

２．喫茶事業

事業名 自主・共催 実施期間

1 喫茶事業 自主 通年

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画 報　　　　　　　告

事業内容及び説明

御岳美術館で、コーヒー、紅茶、ジュース等飲み物を300円で提供しました。
売上は、258杯で77,400円でした。

9

（定款第４条第１項第９号）

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画 報　　　　　　　告

事業内容及び説明

たましん歴史・美術館ではオリジナル絵はがきの販売、御岳美術館ではオリジナル絵はがき、テレフォン
カードの販売及び、多摩の作家の陶器、染物等みやげ品の委託販売をしました。
売上は、絵はがきが63,600円（たましん歴史・美術館37,900円、御岳美術館25,700円）、テレフォンカードが4,000円、
みやげ品が99,328円で合計166,928円でした。



３．管理

役員等及び役員会等に関する事項

　１．評議員、理事及び監事の名簿

①評議員

（平成28年3月31日現在）

〃 　齋藤　愼一
さいとう　　　しんいち 平成24年4月１日から平成28年6

月開催の定時評議員会まで
非常勤

武蔵御嶽神社及び御師家古
文書学術調査団委員

〃 　歌田　眞介
うただ　　　　しんすけ 平成24年4月１日から平成28年6

月開催の定時評議員会まで
非常勤 東京藝術大学名誉教授

〃 　岡野　法世
おかの　　　　のりよ 平成24年4月１日から平成28年6

月開催の定時評議員会まで
非常勤 陶芸家

〃 　佃　堅輔
つくだ　　けんすけ 平成24年4月１日から平成28年6

月開催の定時評議員会まで
非常勤

美術評論家
法政大学名誉教授

〃 　小松　欽
こまつ　　　　きん 平成24年4月１日から平成28年6

月開催の定時評議員会まで
非常勤 画家

〃 　坂誥　秀一
さかづめ　　　ひでいち 平成24年4月１日から平成28年6

月開催の定時評議員会まで
非常勤 立正大学名誉教授

〃 　小俣
おまた

　勝俊
かつとし 平成26年6月１7日から平成28年6

月開催の定時評議員会まで
非常勤 多摩信用金庫常務理事

10

役職名 氏　　名 任　　　　　期
常勤・
非常勤

当法人以外の役職



②理事

（平成28年3月31日現在）

理事長 　八木
やぎ

　敏郎
としろう 平成26年6月１7日から平成28年6

月開催の定時評議員会まで
非常勤 多摩信用金庫理事長

理　事 　関　保寿
せき　　　やすじゅ 平成26年6月１7日から平成28年6

月開催の定時評議員会まで
非常勤 彫刻家

〃 　菱山　忠三郎
ひしやま　　　ちゅうざぶろう 平成26年6月１7日から平成28年6

月開催の定時評議員会まで
非常勤 植物学者

〃 　佐伯　有行
さえき　　　　　ゆうこう 平成26年6月１7日から平成28年6

月開催の定時評議員会まで
非常勤 建物管理業

〃 　岩﨑　洋子
いわさき　　　ようこ 平成26年6月１7日から平成28年6

月開催の定時評議員会まで
非常勤

岩崎ビルディング株式会社
専務取締役

〃 　小川　富史
おがわ　　　　とみちか 平成26年6月１7日から平成28年6

月開催の定時評議員会まで
非常勤

有限会社吉不動産
代表取締役

〃 　綿引
わたひき

　康司
こうじ 平成27年6月１7日から平成28年6

月開催の定時評議員会まで
常勤

（公財）たましん地域文化財団
常務理事

③監事

（平成28年3月31日現在）

監　事 　中野　隆右
なかの　　　　たかみち 平成26年6月１7日から平成28年6

月開催の定時評議員会まで
非常勤

ＮＰＯ法人立川教育振興会
理事長

〃 　小澤　伸光
おざわ　　　　のぶあき 平成26年6月１7日から平成28年6

月開催の定時評議員会まで
非常勤 公認会計士・税理士

11

役職名 氏　　名 任　　　　　期
常勤・
非常勤

当法人以外の役職



（１）会議開催の状況

①評議員会

開会年月日 会議結果

平成27年6月15日 　第１号議案
「平成２6年度計算書類（貸借対照表及び
正味財産増減計算書）及び附属明細書並
びに財産目録の承認」について

可　　決

　第２号議案 理事の選任について 可　　決

　報告事項①
「平成２6年度事業報告及び附属明細書」
 について

―

　報告事項②　　実施事業等について ―

平成28年3月17日 　第1号議案　　  平成２8年度事業計画（案）について 可　　決

　第２号議案　　 平成２8年度収支予算（案）について 可　　決

　報告事項① 八木理事長　職務執行状況報告 ―

　報告事項②　　綿引業務執行理事　職務執行状況報告 ―

２．評議員会、理事会に関する事項

件　　　　　名
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②理事会

開会年月日 会議結果

平成27年5月29日
　第１号議案  「平成２6年度事業報告及び附属明細書の承

認」について
可　　決

　第２号議案
「平成２6年度計算書類（貸借対照表及び
正味財産増減計算書）及び附属明細書並
びに財産目録の承認」について

可　　決

　第３号議案 平成２7年度定時評議員会の招集について 可　　決

　報告事項①　　実施事業等について ―

平成27年6月15日 　第1号議案　　 業務執行理事１名の選定の件 可　　決

　第２号議案　　 重要な使用人（館長）選任の件 可　　決

平成27年9月18日 　第1号議案　　 使用貸借契約締結の件 可　　決

　第２号議案　　 運用委託契約無効の件 可　　決

　第３号議案　　経理規程の一部改正の件 可　　決

平成27年12月25日 　第1号議案　　 
「特定個人情報等の適正な取扱いに関する基
本方針」策定の件

可　　決

　第２号議案　　 
「個人情報保護宣言」の「特定個人情報等の保
護宣言」への改正の件

可　　決

　第３号議案　　「特定個人情報等取扱規程」制定の件 可　　決

平成28年3月9日 　第１号議案 平成２８年度　事業計画（案）について 可　　決

　第２号議案 平成２８年度　収支予算（案）について 可　　決

　第３号議案 平成２７年度第２回評議員会の招集について 可　　決

　報告事項①　　八木理事長　職務執行状況報告 ―

　報告事項②　　綿引業務執行理事　職務執行状況報告 ―

件　　　　　名
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４．附属明細書

企画展覧会

１．たましん歴史・美術館実績一覧

（有料）
（招待）

日本人と「型」 3月24日～6月14日 68日 100円 726人
(494)
（232)

10.7人

お気に入りをさがして 6月30日～8月30日 54日 100円 747人
(394)
(353)

13.8人

『多摩のあゆみ』創刊40周年記念
多摩の人・多摩の風景

9月15日～12月10日 72日 100円 829人
(572)
(257)

11.5人

東洋古陶磁展
平成28年
 1月6日～3月6日

52日 100円 498人
(413)
(85)

9.6人

合　　　計 246日 2,800人
(1,873)
(927)

11.4人

14

一日
平均

会　期
開館
日数

入館料 入館者数



２．御岳美術館実績一覧

平成２７年 ４月 26 日 183 人 138 人 45 人 7 人

５月 27 日 260 人 248 人 12 人 9.6 人

６月 25 日 134 人 107 人 27 人 5.4 人

７月 27 日 215 人 180 人 35 人 8 人

８月 26 日 271 人 230 人 41 人 10.4 人

９月 21 日 148 人 142 人 6 人 7 人

１０月 24 日 212 人 186 人 26 人 8.8 人

１１月 25 日 428 人 380 人 48 人 17.1 人

１２月 12 日 74 人 60 人 14 人 6.2 人

平成２８年 １月 21 日 57 人 45 人 12 人 2.7 人

２月 12 日 32 人 29 人 3 人 2.7 人

３月 27 日 127 人 113 人 14 人 4.7 人

273 日 2,141 人 1,858 人 283 人 7.8 人
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（一日平均）開館日数 入館者数

合　　計

（有料） （招待）



３．たましんギャラリー展覧会名及び来場者数

　１．「ボタニカルアート立川展」 596 名

　２．「小林久晃油彩画展」 343 名

　３．「横尾和義の一期一絵展」 341 名

　４．「TACプロジェクト」2015 299 名

　５．「新田繁夫日本画展」 238 名

　６．「向原常美水墨画展」 345 名

　７．「青木園絵画展」 260 名

　８．「木下泰弘絵画展」 213 名

　９．「東画会展」 241 名

　１０．「佐野強絵画展」 223 名

　１１．「飛田洋一郎絵画展」 253 名

　１２．「創圡会展」 720 名

　１３．「望月一雄油彩画展」 597 名

　１４．「芳賀文治展」 405 名

　１５．「鈴蘭絵画展」 230 名

　１６．「春原武彦作品展」 316 名

　１７．「阿部アヤ膠彩画展」 161 名

　１８．「吉原美枝絵画展」 274 名

　１９．「高村清文展」 208 名

　２０．「多摩の陶芸作家たち展」 556 名

　２１．「中村彰夫・章子展」 473 名

　２２．「たましんコレクション展」 137 名

　２３．「田代由子個展」 381 名

　２４．「川人和行油彩画展」 299 名

8,109 名

９月１０日～９月２２日

多摩地域在住・在勤の作家やグループに、たましんギャラリーを展示会場として無償で提供してお
り、平成２７年度は２４会期（ただし第２２会期は「創展」の予定でしたが、作家都合により「たましんコ
レクション展」に変更となりました。）の展示を実施しました。詳細は以下のとおりです。

３月７日～３月２９日

展覧会名 会期

４月２日～４月１４日

４月１６日～４月２８日

５月８日～５月１９日

来場者数

９月２４日～１０月６日

１０月８日～１０月２０日

１０月２２日～１１月３日

５月２１日～６月２日

１月２１日～２月２日

２月４日～２月１６日
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６月４日～６月１６日

６月１８日～６月３０日

７月２日～７月１４日

７月１６日～７月２８日

７月３０日～８月１１日

来場者合計

１１月５日～１１月１７日

１１月１９日～１２月１日

１２月３日～１２月１５日

平成２８年１月７日～１月１９日

２月１８日～３月１日

３月１３日～３月１５日

８月１３日～８月２５日

８月２７日～９月８日



職　務 氏　　名 就任年月日 担　当　業　務 備　考

 館長  綿引　康司 Ｈ27.01.19  財団運営の統括 常勤

 事務局長  木下　茂 Ｈ22.01.20  財団事務の統括 常勤

 佐々木美知子 Ｈ03.08.26  財団事務 常勤

 大野　好美 Ｈ12.09.11  財団事務 常勤

 畠山　恵子 H28.03.01  財団事務 常勤

 室長  保坂　一房 Ｈ20.04.01  機関誌編集・歴史資料の整理 常勤

 係長  坂田　宏之 Ｈ23.04.01  機関誌編集・歴史資料の整理 常勤

 宮崎　紀子 Ｈ03.04.26  歴史資料の整理 非常勤

 岩崎　冴子 Ｈ2７.01.20  歴史資料の整理 非常勤

 滋野　佳美 Ｈ26.01.08
 美術館・ギャラリー関係
 学芸員

常勤

 中澤富士雄 Ｈ23.04.01
 美術館・ギャラリー関係
 学芸員

常勤

 杉本　藍 Ｈ26.01.05
 美術館・ギャラリー関係
 学芸員

常勤

 関口　利枝 Ｈ03.04.26  ギャラリー事務 非常勤

 森谷　隆男 Ｈ21.08.20  美術館事務 常勤

 酒井まつ子 Ｈ05.11.01  美術館事務 非常勤

 小峰むつ子 Ｈ06.04.01  美術館事務 非常勤

 杉山　芳枝 Ｈ25.03.29  美術館事務 非常勤

17

御
岳
美
術
館

４．職員に関する事項              

平成28年3月31日現在
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